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未来にはばたけ卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます
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スマートフォン・タブレットで簡単に情報確認！ 防災情報をメールで再確認！

※
宮
城
県
仙
台
市
に
て
大
磯
町
消
防
が
撮
影

　

災
害
時
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

い
ち
早
く
正
し
い
情
報
を
取
得
し
、

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
避
難
行
動

を
と
る
こ
と
で
す
。「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
「
自
助
」
の

考
え
を
忘
れ
ず
、
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
通
信
障
害
や
停
電
に
備
え
、

情
報
取
得
手
段
を
複
数
持
っ
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
町
の
防
災
ア
プ
リ
や
防
災
メ
ー
ル

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
災
害
情
報
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、「
こ
こ
ま

で
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
」、「
周
り

は
逃
げ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と

思
い
込
み
、
結
果
津
波
に
飲
み
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
方
が
多
く
い
ま
し
た
。

　
「
そ
ん
な
に
高
い
津
波
は
来
な
い

だ
ろ
う
」
と
、
自
分
で
判
断
し
た
り
、

周
囲
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
危
険
な
状
態
を
正

常
の
範
囲
内
と
し
て
と
ら
え
て
し
ま

う「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」、周
囲
の
行

動
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
「
同
調
性
バ

イ
ア
ス
」
と
い
う
心
理
状
態
が
災
害

時
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
避
難
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
災
害
時
に
は
ど
う
対
応
す
る
べ

き
か
を
考
え
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
楽
観
視
を
せ
ず
、
冷
静
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

し
、
災
害
の
危
険
性
や
避
難

場
所
・
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
（
災
害
時
の
避
難
行
動

計
画
）」
を
作
成
し
て
お
く

こ
と
で
、
災
害
時
に
慌
て
ず

に
避
難
行
動
が
で
き
ま
す
。

　岩手県にある宮古市田老地区は、東日本
大震災以前、２度の津波により多くの方が
犠牲になった町です。
　過去の被害から大規模な防潮堤や避難階
段の整備、避難訓練の実施など、ハード・
ソフト両面で津波対策を講じていました。
　しかし、東日本大震災による津波は、防
潮堤を超え、多くの方が犠牲になりました。

「東日本大震災」から12年。あのときの記憶を風化させてはいけません。
同じような災害が私たちが住む地域で起こったら、正しい行動がとれるでしょうか。
この機会に自分や家族の災害時の行動を見直してみましょう。

気象情報の見方と
風水害時の避難行動について

・講　　師　重枝　伸之氏
　　　　　　（一般社団法人日本気象予報士会神奈川支部）
・日　　時　３月11日（土）　10：00～正午
・開催方法　Zoom
・定　　員　50人（申込制）
・申 込 み　受付中（ホームページ・☎（61）4100　内線244）
・費　　用　無料

近年増加している集中豪雨などの災害に備え、
今一度、私たちにできることを考えてみませんか？

〇おおいそ防災・行政ナビ（Lifevision） 〇大磯町防災生活情報メール
防災行政無線の放送内容や防災、くらしに関わる
様々な情報を配信します。

防災行政無線の放送内容や、
気象庁発表の気象警報、
町からの防災に関する情報を
配信します。

▶登録方法
bousai.oiso-town@raiden2.ktaiwork.jp
に空メールを送信
※�二次元バーコードを読み取ると、空メールの送信
画面に移ります

▲高潮ハザードマップ ▲津波ハザードマップ

大
磯
町
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す
！

即
座
に
正
し
い
情
報
を
！

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

　
　
　
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と

　
　
　
　
　
同
調
性
バ
イ
ア
ス

津波発生後の町なみ

「あの日」を忘れない・・・ 問危機管理課
　☎内線241

防災講演会
災害が起きる前に

避難方法を考えよう！

▲岩手県宮古市田老地区

GooglePlay AppStore

東日本大震災は、２０１１年３月11日14時46分頃に発生。三陸沖の宮城県牡鹿半島の
東南東130km付近で、深さ約24kmを震源とする地震でした。マグニチュード（Ｍ）
は9.0で、日本国内観測史上最大規模、世界でも４番目の規模の地震でした。

　
昨
年
５
月
に
相
模
灘
沿
岸

が
高
潮
浸
水
想
定
区
域
に
、

８
月
に
津
波
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
「
大
磯
町
津
波
・
高

潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
広
報
お
お
い
そ
４
月

号
と
あ
わ
せ
て
配
布
し
ま
す
。
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神
奈
川
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

【
投
票
日
時
・
場
所
】

　
４
月
９
日
（
日
）　
７
時
～
20
時

　
町
内
10
投
票
所

【
開
票
日
時
・
場
所
】

　
４
月
９
日
（
日
）　
20
時
45
分
～

　
大
磯
小
学
校
体
育
館

【
投
票
で
き
る
方
】

　
平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
県
知
事
選
挙
は
令
和
４

年
12
月
22
日
以
前
か
ら
、
県
議
会
議

員
選
挙
は
令
和
４
年
12
月
30
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
大
磯
町
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

　
大
磯
町
か
ら
転
出
し
て
神
奈
川
県

内
の
市
区
町
村
に
転
入
届
を
提
出
し

た
方
の
う
ち
、
転
出
先
市
区
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
神
奈
川
県
内
に
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
（
引

き
続
き
証
明
書
）
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
大
磯
町
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
内
の
市
区
町
村

か
ら
大
磯
町
へ
転
入
し
た
方
で
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
引
き
続
き
証
明
書
を
提

出
す
る
こ
と
で
、
前
住
所
地
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
証
明
書
は
町
役
場
１
階

の
町
民
課
戸
籍
係
及
び
国
府
支
所
で

開
庁
時
間
内
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

※�

引
き
続
き
証
明
書
が
な
い
場
合
で

も
、
引
き
続
き
神
奈
川
県
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
投
票
所
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
確
認
の
た
め
、

お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

県
外
へ
転
出
し
た
方
は
、
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。

【
投
票
所
入
場
券
】

　
投
票
所
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で
世

帯
主
宛
て
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
方
は
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
受
付
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
】

　
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
①
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
②
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
予
定
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
次

の
い
ず
れ
か
で
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

◆
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１
会
議
室

　

�

３
月
24
日
（
金
）
か
ら
４
月
８
日

（
土
）
ま
で
【
16
日
間
】

　
８
時
30
分
～
20
時

◆
国
府
支
所
２
階
第
1
・
2
会
議
室

　

�

４
月
７
日（
金
）と
４
月
８
日（
土
）

【
２
日
間
】

　
９
時
～
17
時

※�

投
票
で
き
る
期
間
・
時
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
役
場
本

庁
舎
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
主
に
１
・
２

級
）
等
を
お
持
ち
で
、
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
方
、
介
護
保
険
制

度
に
よ
る
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
５
」
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
郵
便
等
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

◆
病
院
、
施
設
内
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
指
定
す
る
病
院
及
び
高
齢
者

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
長
期
不
在
者
の
不
在
者
投
票

　
仕
事
等
で
町
内
を
離
れ
長
期
不
在

の
方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

日
数
の
か
か
る
手
続
き
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
】

　
該
当
す
る
投
票
所
は
、
郵
送
さ
れ

る
「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

投
票
所
の
場
所
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※��

町
内
転
居
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

で
指
定
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
例
郵
便
等
投
票
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
宿
泊
・
自
宅
療
養
等
を
し
て
い

る
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
郵
便
等
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
】

　
選
挙
公
報
は
、
４
月
５
日
頃
に
各

紙
新
聞
の
朝
刊
に
折
込
み
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
次
の
場
所
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
神
奈

川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◇�

町
役
場
（
本
庁
舎
・
国
府
支
所
）、

ふ
れ
あ
い
会
館
、
生
涯
学
習
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
等

※�
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
方
や

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
郵
送
し
ま

　
本
年
７
月
15
日
に
任
期
満
了
と
な

る
町
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
が
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
告
示
日　
６
月
20
日
（
火
）

▼
投
票
日　
６
月
25
日
（
日
）

▼
開
票
日　
６
月
25
日
（
日
）

【
立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
へ
】

▼
事
前
説
明
会　

　
５
月
15
日
（
月
）

　
詳
細
は
広
報
お
お
い
そ
５
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

�　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票
事

務
補
助
等
の
選
挙
ア
ル
バ
イ
ト（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
内
線
２
２
８

す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

●�

投
票
所
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期日前投票期間

県知事選挙

県知事選挙のみ
可能

両選挙可能

県議会議員選挙

県知事選挙と県議会議員選挙では、期日前投票のできる
期間が異なりますので、ご注意ください。

３/24 ４/１ ４/８

大
磯
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
が
決
定

　
投
票
日
６
月
25
日
（
日
）
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こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
18
歳
ま
で
に
拡
充
し
ま
す

町
政
へ
の
意
見
・
提
案

「
ま
ち
の
こ
え
」
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

を
18
歳
ま
で
（
※
）
に
拡
充
し
ま
す
。

対
象
の
拡
充
に
伴
い
、
名
称
を
「
小

児
医
療
」
か
ら
「
こ
ど
も
医
療
」
に

変
更
し
ま
す
。

※�「
18
歳
ま
で
」
と
は
、18
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
こ
と
で
す
。

▼�

実
施
時
期　
令
和
５
年
４
月
診
療

分
か
ら

　
（
令
和
５
年
４
月
以
降
に
医
療
機

関
を
受
診
し
た
際
の
保
険
適
用
の
医

療
費
が
対
象
）

▼�

申
請
方
法　
対
象
と
な
る
方
に
は

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
子

育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�
記
入
漏
れ
や
必
要
書
類
の
不
足
が

な
い
よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

・
こ
ど
も
医
療
証
交
付
申
請
書

・
お
子
様
の
健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー

　

�

可
）。
な
お
、
町
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要

で
す
。

・�

申
請
者
、
配
偶
者
の
個
人
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

　
医
療
証
は
申
請
書
受
理
後
に
郵
送

し
ま
す
。
医
療
証
が
届
く
ま
で
の
間

に
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、

医
療
証
が
お
手
元
に
届
き
次
第
、
払

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
へ
の
参

加
を
図
り
、
開
か
れ
た
町
政
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
施
策
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
広
く
町
政
に
対
す
る
建

設
的
な
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を

お
聴
き
す
る
制
度
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、

ご
提
案
な
ど
は
、
関
係
す
る
部
署

で
共
有
し
、
今
後
の
町
政
運
営
の

参
考
と
し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
部
署
で
対
応
（
回
答
、

確
認
、
調
査
、
対
処
、
供
覧
な

ど
）
し
ま
す
。

▼
受
付
方
法

　
①�

投
書
箱（
公
共
施
設
に
設
置
）

　

�　
役
場
本
庁
舎
、
国
府
支
所
、

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
め

ば
え
、
ふ
れ
あ
い
会
館
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石
、
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
荘
、
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ば
る
、
図

書
館
、
生
涯
学
習
館

　
②
郵
送

　
③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
注
意
事
項

　
回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
必
ず
ご
記

　
大
磯
駅
前
洋
館
（
国
登
録
有
形
文

化
財
建
造
物
「
旧
木
下
家
別
邸
」
及

び
新
館
）の
借
受
人（
活
用
事
業
者
）

を
選
定
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま

し
た
。（
応
募
1
者
）

　
町
で
は
、
決
定
事
業
者
と
建
物
の

賃
貸
借
契
約
を
交
わ
し
、
令
和
10
年

7
月
ま
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
者
に
よ
る
さ
ら
な
る
事
業
の

発
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
者
の
名
称

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
青
和
㈱

▼
予
定
さ
れ
る
事
業
内
容

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
結
婚
式
場
、
イ
ベ

ン
ト
施
設
な
ど

問
都
市
計
画
課　
☎
内
線
２
４
２

い
戻
し
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※�

他
の
医
療
費
助
成
制
度
を
受
給
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
行
の
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
か
ら
カ
ー

ド
サ
イ
ズ
に
変
わ
り
ま
す
。
４
月
１

日
か
ら
対
象
と
な
る
方
、
再
交
付
の

方
な
ど
は
、
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
交
付

し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
、
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
に
つ
い
て
は
、
お
子
様
の
誕
生

月
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す

（
申
請
不
要
）。

　
ま
た
、
古
い
医
療
証
は
、
役
場
本

庁
舎
ま
た
は
国
府
支
所
へ
ご
返
却
い

た
だ
く
か
、
個
人
情
報
に
ご
留
意
の

上
、
ご
自
身
で
裁
断
し
て
破
棄
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
３
０
５

大
磯
駅
前
洋
館
の

活
用
事
業
者
決
定

入
く
だ
さ
い
。

　
匿
名
（
住
所
・
氏
名
の
空
欄
、

記
入
漏
れ
の
場
合
な
ど
）
の
場
合

は
、
回
答
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号

の
み
の
記
入
の
場
合
に
は
、
匿
名

扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

に
つ
い
て
、
記
載
さ
れ
た
内
容
の

詳
細
を
確
認
す
る
た
め
、
担
当
部

署
か
ら
ご
本
人
様
へ
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
場
合
は
、
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○�

町
政
に
直
接
関
係
の
な
い
ご
意

見
や
ご
質
問

○�

個
人
や
団
体
を
誹
謗
中
傷
す
る

も
の
や
名
誉
を
毀
損
す
る
も
の

○�

企
業
な
ど
の
宣
伝
活
動
や
営
利

目
的
に
関
す
る
内
容
と
判
断
さ

れ
る
も
の

○
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

○�

同
一
の
方
か
ら
の
同
一
趣
旨
の

複
数
回
の
ご
意
見
・
ご
提
案

○
そ
の
他
抽
象
的
な
ご
意
見
等

問
政
策
課　
☎
内
線
２
０
７

医療費証



6広報おおいそ　令和　年　月

　
徳
洲
会
湘
南
大
磯
病
院
は
、
３
月

１
日
か
ら
東
海
大
学
医
学
部
付
属
大

磯
病
院
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

〇
診
療
録
（
カ
ル
テ
）

　
引
き
継
が
れ
ま
す
。　

〇
診
療
券

　
番
号
は
継
続
で
、
新
し
い
カ
ー
ド

に
順
次
切
り
替
え
手
続
き
中
で
す
。

〇
診
療
科
目

　
現
在
、
調
整
中
で
す
。

　
曜
日
や
担
当
医
師
に
つ
い
て
は
、

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

https://oisoth.jp

〇
土
曜
日
の
診
療

　
毎
週
土
曜
日
は
、
午
前
中
診
療
が

あ
り
ま
す
。　

〇
夜
間
一
次
救
急

　
平
日
及
び
休
日
の
17
時
か
ら
22
時

の
間
に
受
診
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
引
き
続
き
対
応
で
き
ま
す
。
電

話
番
号
は
、
旧
大
磯
病
院
と
同
じ

（
72
）
３
２
１
１
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
0
７

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報

（
令
和
５
年
２
月
10
日
現
在
）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
２
月
８
日
に
国
か
ら

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
上
旬

ま
で
に
最
終
的
な
結
論
が
出
る
見
込

み
で
す
。

令
和
５
年
度
の
接
種
の
方
針

▼
対
象
者　
す
べ
て
の
方

▼�

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
秋
～
冬
に

追
加
接
種

▼�

使
用
ワ
ク
チ
ン　

オ
ミ
ク
ロ
ン

株
（
２
価
）
ワ
ク
チ
ン
（
た
だ
し
、

新
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
う
る
）

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
２
価
）
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
一
人
１
回
で
、
現
時
点

で
の
接
種
期
限
は
令
和
５
年
３
月
31

日
で
す
。

　

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
、
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
担
当
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
２
月
末
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
最
新
情
報
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
７

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
自
殺
は
個
人
の
問
題
や
責
任
で
は

な
く
、
過
労
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、

い
じ
め
や
孤
立
等
、
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
て
、
心
理
的
、
社
会

的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
言
え

ま
す
。

　
身
近
な
人
や
相
談
窓
口
に
悩
み
を

伝
え
た
り
、
身
近
な
人
が
い
つ
も
と

違
う
自
殺
の
危
険
な
サ
イ
ン
に
気
づ

け
た
り
す
る
こ
と
が
、
自
殺
を
踏
み

と
ど
ま
る
た
め
の
大
切
な
要
素
と
な

り
ま
す
。

　
町
で
は
３
月
中
に
公
共
施
設
等
に

の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
公
共
車
両
に

シ
ー
ト
を
付
け
て
走
り
自
殺
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
の
「
こ
こ
ろ
の
声
」
に

耳
を
傾
け
、
社
会
全
体
で
『
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
』
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
６
０

こ
ん
に
ち
は
　
保
健
師
で
す

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
の
体
験
か
ら 

　
数
年
前
、
70
歳
く
ら
い
の
男
性
か

ら
お
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
知
人

が
事
故
で
意
識
不
明
の
重
体
に
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
生
死
の
境

目
で
自
分
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
心

配
に
な
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
私
自
身
も
還
暦
で
実
母
は
90
代
で

す
の
で
、「
死
」
に
つ
い
て
無
関
心

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
に
は

な
か
な
か
切
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
過
剰
な
延
命
治
療
は
し
た
く

な
い
、
痛
み
や
辛
い
こ
と
は
取
り
除

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
く
ら
い
で

し
た
。

　
そ
ん
な
折
、「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」

を
知
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
亀
田
総
合
病
院
の
緩
和

ケ
ア
を
担
当
す
る
蔵
本
浩
一
医
師
ら

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

で
、
友
人
や
家
族
に
あ
な
た
の
願
い

を
伝
え
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。
勝
ち
負
け
は
な
く
、
話
し

た
い
こ
と
だ
け
を
話
せ
ば
よ
く
、
そ

の
こ
と
で
何
か
責
め
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
人
か
で
カ
ー
ド
を
め
く
り
な
が

ら
、「
も
し
余
命
が
あ
と
半
年
だ
っ

た
ら
、
な
に
を
大
切
に
し
た
い
か
」

を
考
え
な
が
ら
自
分
の
優
先
順
位
で

カ
ー
ド
を
選
ん
で
そ
の
理
由
を
話
し

ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
は
、「
家
族
と
一
緒
に

過
ご
す
」「
人
と
の
温
か
い
つ
な
が

り
が
あ
る
」「
祈
る
」
や
医
療
に
関

し
て「
機
器
に
つ
な
が
れ
て
い
な
い
」

「
私
が
望
む
形
で
治
療
や
ケ
ア
を
し

て
も
ら
え
る
」
な
ど
35
枚
。

　

ご
一
緒
し
た
70
代
の
ご
夫
婦
は
、

ご
主
人
が
「
ユ
ー
モ
ア
を
持
ち
続
け

る
」
を
選
ん
で
、
関
西
人
や
か
ら
と
。

奥
様
は
「
誰
か
の
役
に
立
つ
」
を
選

び
今
ま
で
も
家
族
や
地
域
で
し
て
き

た
よ
う
に
最
後
ま
で
続
け
た
い
と
。

私
が
選
ん
だ
カ
ー
ド
は
、「
怖
い
と

思
う
こ
と
に
つ
い
て
話
せ
る
」
で
し

た
。
死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
正

直
少
し
怖
い
で
す
。

　

実
際
に
生
や
死
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
る
と
、
そ
の
と
ら
え
方
や

価
値
観
は
様
々
な
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
母
親
と
は
ま
だ
こ
の
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
元
気

な
う
ち
か
ら
「
も
し
も
」
を
考
え
た

り
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
当
た
り

前
の
日
常
が
少
し
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、

今
を
よ
り
大
切
に
生
き
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
ま
ず
、
自
分
の
こ
と
を
理

解
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　
☎
内
線
３
０
９

３
月
１
日
か
ら

医
療
法
人
徳
洲
会
湘
南
大
磯
病
院
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
た

犬
で
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
、

指
定
登
録
機
関
（
公
益
社
団
法
人
日

本
獣
医
師
会
）
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

情
報
を
登
録
ま
た
は
変
更
登
録
さ
れ

る
方
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く

町
へ
の
犬
の
登
録
及
び
鑑
札
の
交
付

手
続
き
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
指
定
登
録
機
関
に
登
録
さ
れ
た
情

報
は
、
町
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
得
し
、

町
の
台
帳
に
登
録
し
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着

さ
れ
て
い
て
も
、
令
和
５
年
４
月
１

日
以
降
に
、
指
定
登
録
機
関
に
登
録

ま
た
は
変
更
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い

犬
は
、
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
狂
犬
病
予
防
法
に

基
づ
く
犬
の
登
録
及
び
鑑
札
の
交
付

を
受
け
た
犬
が
、
令
和
５
年
４
月
１

日
以
降
に
指
定
登
録
機
関
に
登
録
ま

た
は
変
更
登
録
を
し
た
場
合
は
、
交

付
済
み
の
鑑
札
を
環
境
課
ま
で
返
却

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
お
問
合
せ

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

　
看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置

等
す
る
際
に
、
町
で
は
平
成
21
年
に

策
定
し
た
大
磯
町
景
観
計
画
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
の
っ
と
り
「
景
観

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
な
ど
を
用
い
て
、

街
並
み
の
景
観
に
調
和
し
た
配
色
や

デ
ザ
イ
ン
へ
の
誘
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
屋
外
広
告
物
の

設
置
許
可
等
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川

県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
神
奈

川
県
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
と
の
景
観
協
議
や
調
整
な
ど

の
誘
導
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
と
の
連
動

が
図
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
設
置

許
可
等
に
つ
い
て
、
町
が
県
か
ら
権

限
移
譲
を
受
け
る
こ
と
で
、
窓
口
を

一
本
化
し
、
景
観
行
政
手
続
き
と
整

合
の
と
れ
た
運
用
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

▼
4
月
1
日
か
ら
の
申
請
先

　
町
都
市
計
画
課 

開
発
指
導
係

▼�

申
請
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
順
次

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
都
市
計
画
課　
☎
内
線
２
８
９

　
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
防
犯
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
警
察
本
部
長

褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
褒
章
受
章

　
檜
山
　
生
さ
ん

問
町
民
課　
☎
内
線
２
３
７

　
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
日
間
、

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

春
先
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥

し
、
強
い
風
が
吹
く
日
が
多
く
な
り
、

い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と
、
大

き
な
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
死
傷
者
の
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
「
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
普
段
の
生
活
の
中
で
火
災

の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト
」

４
つ
の
習
慣

○�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

○�
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

○�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

４
月
１
日
か
ら
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が

装
着
さ
れ
た
犬
の
、町
へ
の

登
録
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

令
和
５
年
４
月
か
ら

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
設
置
等
に

係
る
申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

い
つ
も
見
守
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

～
町
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
～

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

２
０
２
２
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
」

○�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

○�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

○�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

○�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

☆�

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て
も

危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▼�

寄
付
企
業
名　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア�

ー
ズ
株
式
会
社（
代
表
取
締
役
社
長�

執
行
役
員　
百
木
田 

康
二
さ
ん
）

▼
寄
付
金
額　
３
０
０
万
円

▼�

企
業
紹
介　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
株
式
会
社
は
、
日
本
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
浅
草
か
ら
日
光
を
つ
な
ぐ

東
武
鉄
道
を
中
心
と
し
た
東
武
グ

ル
ー
プ
の
中
核
を
担
う
旅
行
会
社

で
す
。
お
客
さ
ま
、
お
取
引
先
、

そ
し
て
地
域
の
人
々
と
と
も
に

「
あ
り
が
と
う
」
を
共
創
す
る
社

会
を
め
ざ
し
、
事
業
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
大
磯
ら
し

い
潤
い
づ
く
り
協
議
会
」
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
、

観
光
や
福
祉
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野

で
共
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
本
町
が

実
施
す
る
働
く
人
を
応
援
す
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
財
政
課　
☎
内
線
２
１
６

令
和
４
年
度
下
水
道
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
！

　
公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
下
水
道

公
社
主
催
の
令
和
４
年
度
下
水
道
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
相
模
川
及
び
酒

匂
川
流
域
関
連
22
市
町
の
小
学
校
４

年
生
か
ら
３
，
２
３
１
点
の
応
募
が

あ
り
、
中
根
琴
子
さ
ん
（
大
磯
小
）

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
２
月
11
日
（
土
・
祝
）

平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

◇
書
道
の
部　
　
　
入
賞

問
下
水
道
課　
☎
内
線
２
２
４

幼
児
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ー
ル
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
、
幼
児
用

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ー
ル
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
・
保

育
園
等
の
子
ど
も
た
ち
と
、
大
切
に

楽
し
く
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
寄
贈
内
容

　
ボ
ー
ル　
８
個
、
ゴ
ー
ル　
４
台

▼
寄
贈
法
人
紹
介

　
神
奈
川
県
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
普
及
・
振
興
と
競
技
力
の
向

上
を
図
り
、
県
民
の
生
涯
に
わ
た
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
３
４
２

　
「
高
麗
の
山
神
輿
」
が
、
４
月
15

日（
土
）に
行
わ
れ
ま
す
。
山
神
輿
は
、

高
麗
山
を
構
成
す
る
山
の
ひ
と
つ
大

堂
（
海
抜
１
６
５
メ
ー
ト
ル
）
の
山

頂
の
上
宮
跡
を
め
ざ
し
て
、
暗
闇
の

中
、
急
な
斜
面
を
一
直
線
に
神
輿
を

担
ぎ
あ
げ
る
行
事
で
す
。
そ
の
迫
力

と
物
珍
し
さ
に
、
例
年
、
多
く
の
見

学
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　
な
ぜ
神
輿
の
登
山
が
行
わ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
理
由
は
「
観
音

さ
ま
の
祭
り
」
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ

町
指
定
民
俗
資
料（
無
形
民
俗

文
化
財
）の「
高こ

麗ま

の
山や

ま
み
こ
し

神
輿
」

が
行
わ
れ
ま
す

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
高
麗

の
神
様
の
本
当
の
姿
は
千
手
観
音
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
縁
日
で
あ
る
18
日
に
は
、
農
具
市

が
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
喧
騒
を
避
け
る
た
め
、

前
日
（
17
日
）
に
山
頂
の
上
宮
に
神

様
を
遷
し
た
の
が
、
山
神
輿
の
は
じ

ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
神
輿
登
御
は
、
17
日

に
近
い
金
曜
日
の
18
時
か
ら
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
よ
り
多
く
の

方
々
に
お
力
添
え
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
15
日
（
土
）
の
17
時
か
ら
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
神
輿

の
還
御
は
16
日
（
日
）
で
す
。

　
も
と
も
と
は
高

麗
地
区
の
住
民
の

方
々
の
手
で
行
わ

れ
て
い
た
山
神
輿

で
す
が
、
現
在
で

は
住
民
以
外
の
方

で
も
、
親
綱
の
引

き
手
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
16
頁
参
照
）。

江
戸
時
代
か
ら
続

く
珍
し
い
行
事
に

あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

問
生
涯
学
習
課

　
☎
内
線
３
２
３

１/24 感謝状贈呈式

山神輿の渡御
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職員数や給与・手当など、町の人事行政の運営状況をお知らせします。詳細は、町ホームページをご覧ください。
問総務課　☎内線210

職　員　数� （各年４月１日現在）

　今後も効率的な行財政を推進するとともに、適正な定
員管理を行い住民サービスの維持を図っていきます。

職員数
令和４年 令和３年
267人 264人

人件費の状況（令和３年度一般会計決算）
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B）※ 人件費率

（B）／（A）
32,395人 12,544,458千円 795,591千円 2,442,031千円 19.5％

※�人件費には町長、副町長、教育長、議員等の特別職に支給され
る給料、報酬等を含みます。

給与費の状況（令和４年度一般会計予算）
　職員の給与は、生計費及び国や他自治体の職員給与、
民間企業従業員の給与との均衡を図るため、人事院が国
家公務員に対して行う給与勧告に準じて、町議会の議決
を経て定められた条例に基づき支給します。

職員数
A

給　　与　　費 一人当たりの
給与費

B／A給　　料 職員手当 期末・勤勉
手当 計　B

287人 933,720千円 291,717千円 370,228千円 1,595,665千円 5,560千円

※給与費は当初予算に計上された額であり、特別職は含みません。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
� （令和４年４月１日現在）

区　　分
大　磯　町 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 291,800円 40.0歳 323,711円 42.7歳
技能労務職 275,600円 59.3歳 286,570円 51.1歳

期末手当・勤勉手当（令和４年度）
大　磯　町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.40月分 2.00月分 2.40月分 2.00月分
加算措置の状況：職制上の段階、職務の級による加算措置

特別職等の給与・報酬の状況（令和４年度）
月　額 期末手当（年間）

町　　　長
給
　
料

767,000円
3.85月分副　町　長 623,000円

教　育　長 575,000円
議　　　長

報
　
酬

423,000円
4.15月分副　議　長 344,000円

議　　　員 315,000円

町職員の給与・職員数

町職員募集 大磯町補助金等評価委員募集
　詳しくは町ホームページか職員採用案
内（役場本庁舎３階総務課で配布）をご
覧ください。

正規職員
▶募集職種
　学芸員
▶採用予定
　令和５年７月１日
▶試験日程
　（一次選考）令和５年４月16日（日）
　（予定）
▶受付期間
　３月１日（水）～ ３月24日（金）
　（※消印有効）

問総務課　☎内線210

　大磯町補助金等評価委員会は、公募による補助金対象事業の採
択に関する事項を評価する委員会です。町民参加により、幅広い
意見を取り入れながら補助事業の評価を行うため、次のとおり委
員を募集します。
▶募集人数　１人（任期：委嘱の日から令和７年３月31日まで）
▶応募資格　町内在住20歳以上（令和５年４月１日現在）の方
▶応募方法　所定の申込書に必要事項を記入し応募してください。
▶応募期間　３月１日（水）～ ３月17日（金）
▶報酬　１回　6,500円
▶提出方法　持参、郵送、FAXまたはEメール
▶�その他　申込書は、町民課、国府支所で配布。町ホームページ
からもダウンロード可。応募者多数の場合は、書類選考により
決定します。

問・申
〒255-8555　大磯町東小磯183
町民課町民協働係　☎内線237
FAX（61）1991（「町民課町民協働係行き」と明記。）
chiiki@town.oiso.kanagawa.jp
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３月は臨時窓口を開設します
　一部の業務は手続きが完了できない場合もあるため、詳しくはお問合せください。

内　容 と　き 取扱業務 取扱窓口

マイナンバー
カード交付

３月12日（日）
３月19日（日）
３月25日（土）

９時～正午
13時～16時

〇マイナンバーカードの受取り
・事前予約制（電話またはインターネット）
・持ち物は交付案内をご確認ください。
※電話予約は平日開庁時間のみ受付
※�予約状況によりご希望の日時にご予約できない
　場合があります。

町　民　課
戸　籍　係
☎内線272

臨時窓口開庁
３月25日（土）

８時30分～正午
13時～17時

〇�住民異動届（転入、転出、転居等）、印鑑登録、戸籍届出（受
領のみの場合あり）、転入によるマイナンバーカードの手続き

〇�住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍証明書・戸籍の附票の写
し・諸証明の交付

〇�マイナンバーカードに関する手続き

〇国民健康保険業務（被保険者証等交付、申請受付）
〇国民年金業務（受領のみ）
〇後期高齢者医療制度業務（被保険者証等交付、申請受付）

町　民　課
保険年金係
☎内線274

＊�マイナンバーカードをお持ちの方は、６時30分から23時まで、住民票の写し・印鑑登録
　証明書を全国のコンビニエンスストア等で取得できますので、ご利用ください。
（数字４桁の暗証番号が必要です。）

令和５年度版ごみ収集カレンダーをご活用ください
　広報おおいそ３月号とあわせて、令和５年度版ごみ収集カレンダーを配布します。
　ごみ収集カレンダーは半年ごと（４月～９月、10 月～３月）の両面印刷です。10 月以降は裏面をご利用く
ださい。ごみの出し方についてのワンポイントアドバイスも記載しています。ぜひご覧ください。
　ごみ出しの際は、ごみ収集カレンダーと一緒に、ごみと資源の分け方・
出し方ガイドブックを活用してください。
　ごみ収集カレンダーとごみと資源の分け方・出し方ガイドブックは、役
場本庁舎町民課窓口、国府支所、美化センターで配布しており、町ホーム
ページからもダウンロードできます。

問環境課・美化センター　☎（72）４４３８

t�ごみ収集カレンダーの
ダウンロードはこちら

ごみと資源の分け方・出し方s
ガイドブックのダウンロード
はこちら
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相談の案内［３月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 ９日（木） 13時〜16時 予約制
１回30分
以内

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237
※�同一案件の継続した
相談はご遠慮いただ
く場合があります。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 16日（木） 13時〜16時

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

９日（木）、16日（木）
10時〜正午、13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
３日（金）、８日（水）、24日（金）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所 保健予防課

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
14日（火）13時30分～16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高 齢 者 総 合 相 談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間
【17時15分〜８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

就 労 相 談 職業的自立をめざす、15歳～49歳までの方
とそのご家族を対象とした就労相談

毎週月曜日〜金曜日
10時〜17時

県西部地域若者サポートステーション
☎0465（32）4115

※�祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。

教育委員会定例会
３月23日（木）９時30分～
役場本庁舎４階第１会議室

問学校教育課　☎内線341

農業委員会総会
３月24日（金）13時30分～
役場本庁舎４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ マイナポイント休日窓口を開設します
▶と　き　�３月11日（土）、25日（土）13時～16時
▶ところ　国府支所２階第１・２会議室
▶持ち物　・マイナンバーカード　
　　　　　・�マイナンバーカード取得時に設定した４桁のパスワード（電子

証明書）
　　　　　・�キャッシュレス決済ID、セキュリティコード
　　　　　・通帳、キャッシュカード
▶その他　事前予約なし（当日の状況によりお待ちいただくことがあります）

� 問政策課　☎内線257

　災害時における通信手段の確保や公共施設への来訪者の利便性向上のため、３月６日（月）から以下の７施
設で公衆無線LAN（無料Wi-Fi）サービスの提供を開始します。ご自身のモバイル機器を使用して、無料でイン
ターネットに接続することができますので、ご利用ください。
〇設置施設
　役場本庁舎、国府支所、福祉センターさざれ石、ふれあい会館、世代交流センターさざんか荘、横溝千鶴子記
念障害福祉センターすばる、郷土資料館
〇SSID（ネットワーク名）
 　Oiso_Free_Wi-Fi
〇接続方法
　利用する各機器のネットワーク設定画面でSSID「Oiso_Free_Wi-Fi」を選択し、
インターネットに接続してください。

問政策課　☎内線257

町内施設で公衆無線LAN（無料Wi-Fi）サービスの提供を開始します
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▼�

昼
食
ス
ペ
ー
ス　
お
弁
当
や
軽
食
を
と

る
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の

お
申
出
が
必
要
で
す
。

●�

本
館
：
昼
食
ス
ペ
ー
ス
（
本
館
駐
輪
場

奥
入
口
）、
11
時
～
15
時　

４
月
は
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か

　
図
書
館
で
は
、
お
は
な
し
会
や
映
画
会

な
ど
様
々
な
催
し
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
働
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
活
動
希
望
の
方
を
対

象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼�

と
き　
４
月
５
日
（
水
）
10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　
図
書
館
本
館
２
階
小
会
議
室

▼�

申
込
み　
電
話
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
受
付

活動名 主な活動日
おはなしと紙芝居 土曜日
３歳までの
おはなし会

第２または
第３木曜日

ブックスタート 第２火曜日
映画会 映画上映日
テーマ別展示 第１木曜日
新聞記事
スクラップ作成 第１木曜日

寄贈資料整理 第１木曜日
館内案内 随時
図書館まつり準備 予定表による

　
ま
た
、
４
月
は
各
活
動
日
に
見
学
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
回
活
動
日

▼�

と
き　
４
月
６
日
（
木
）
10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　
図
書
館
本
館
１
階

▼�

申
込
み　
電
話
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
受
付

み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
展
示
コ
ー
ナ
ー
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
図
書
館
本
館
で
は
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
、
皆
さ
ん
の
作
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

発
表
場
所
と
し
て
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

営
利
目
的
で
は
な
く
、

芸
術
や
文
学
な
ど
図
書
館

に
適
し
た
文
化
的
な
展
示

物
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

春
休
み
子
ど
も
映
画
会

▼�

上
映
作
品　
「
映
画
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し　

と
び
だ
す
絵
本
と
ひ
み
つ
の
コ
」

▼�

と
き　
３
月
29
日
（
水
）
14
時
～
15
時

10
分

▼
と
こ
ろ　
図
書
館
本
館
２
階
大
会
議
室

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）・
予
約
不
要

学
習
室
・
昼
食
ス
ペ
ー
ス
が

ご
利
用
で
き
ま
す

　
図
書
館
で
は
、
行
事
や
団
体
利
用
時
を

除
い
て
、
会
議
室
等
を
学
習
室
・
昼
食
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。　
　

▼�

学
習
室　
資
料
を
持
ち
込
ん
で
の
自
習

や
、
読
書
に
集
中
し
た
い
と
き
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●�

本
館
：（
大
）
会
議
室
、
９
時
～
閉
館

10
分
前　

技
術
の
一
つ
で
、
虫
食
い
な
ど
で
傷
ん
で

し
ま
っ
た
資
料
の
裏
に
、
新
し
い
裏
打
ち

用
の
和
紙
を
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料

を
補
強
す
る
作
業
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
に
資
料
を
修
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

資
料
を
展
示
や
調
査
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
修
復
作
業
を
、
郷
土
資
料
館
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
古

文
書
裏
打
ち
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
員
は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
関
心
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
一
度
、
活
動
を
ご
体
験
く

だ
さ
い
。

▼�

と
き　
毎
月
第
三
土
曜
日
10
時
～
15
時

頃　
３
月
は
３
月
18
日
（
土
）
に
行
い

ま
す
。

▼
と
こ
ろ　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

申
込
み　
随
時
受
付
。
郷
土
資
料
館
窓

口
ま
た
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

▲古文書裏打ちクラブ活動の様子

旧
吉
田
茂
邸
講
演
会
「
吉
田
健
三

が
活
躍
し
た
時
代
の
横
浜
」

　
旧
吉
田
茂
邸
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
示
「
吉
田

茂
と
三
人
の
父
」
の
関
連
企
画
と
し
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、
横
浜
開
港
資
料

館
館
長
・
西
川
武
臣
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
吉
田
茂
の
養
父
・
吉
田
健
三
が
貿
易

商
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
の
横
浜
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

▲吉田健三

▼�

と
き　
３
月
26
日
（
日
）
13
時
30
分
～

15
時

▼
と
こ
ろ　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

講
師　
西
川　
武
臣
氏

（
横
浜
開
港
資
料
館
館
長
）

▼
定
員　
30
人

▼�

申
込
み　
３
月
２
日
（
木
）
か
ら
先
着

順
。
郷
土
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

古
文
書
裏
打
ち
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
中

　
郷
土
資
料
館
で
は
古
文
書
裏
打
ち
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
古
文
書
の
裏
打
ち
と
は
、
資
料
の
修
復

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　３／２・６・13・20・27
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　３／１・６・13・20・27
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消防情報ダイヤル ☎（61）51５1
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911

子育て支援総合センター
（めばえ）からのお知らせ

問・申　受付時間 9：00〜17：00
子育て支援総合センター（めばえ）
☎（71）3377
休館日　�３/５・12・19・21・26
　　　　（日・祝日）

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子製作 未就学児と
保護者

３/3（金）
まで

10：00～11：45
13：15～15：00

ひなまつりにちなんだ飾りを親子で作ってみません
か。

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 ３/２（木） 10：45～11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相

談ください。［注］

おはなしタイム 未就学児と
保護者 ３/７（火） 11：00～11：30 おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし

会です。［注］
子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 ３/13（月） 10：45～11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相

談ください。［注］

お誕生会 未就学児と
保護者 ３/24（金） 11：00～11：30 プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形を

押して）［注］

石坂巻子記念子育て支援センター（すくすく）　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子製作 未就学児と
保護者

３/3（金）
まで

10：00～11：45
13：15～15：00

ひなまつりにちなんだ飾りを親子で作ってみません
か。

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談 未就学児の

保護者

３/９（木） 10：00～11：00
お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相
談ください。［注］

保健師の育児相談 ３/14（火） 10：45～11：45

お誕生会
未就学児と
保護者

３/20（月）
11：00～11：30

プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形を
押して）［注］

おはなしタイム ３/28（火） おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし
会です。［注］

イベント 対　象 日　程 時　間 場　所 備　考

子育て講座
「親子で学べる
� リトミック」

①�１歳から２歳
までの乳幼児
と保護者

②�３歳以上の未
就学児と保護
者

３/28（火）
①10：00～　
　　　10：45
②11：00～　
　　　正午

大磯幼稚園
ホール

お子さんとリズムに合わせて体を動か
しながら子育てのヒントも学べます。
定各10組　講師：一色　由利子氏
持飲み物、タオル　申３/１（水）～
その他：お車でのお越しはご遠慮くだ
さい。

※�めばえ・すくすく「つどいの広場」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため予約優先としています。定員は午前・午
後ともに８組、付添いの保護者は原則１人です。開催時間は10時～11時45分、13時15分～15時です。なお、予約方法や利
用状況については、各施設にお問合せください。

※定員がある講座は先着順となります。� 　申申込み　定定員　持持ち物
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、つどいの広場及び各種講座の予定は中止・変更になる場合があります。

［注］イベントや育児相談への参加をご希望の方は「つどいの広場」の予約をお願いします。10時から広場を利用できます。

　だんだんと日差しがあたたかくなり、春の訪れを感じるようになって
きました。お子さんと外に出て、春を探してみてはいかがでしょうか。
　大磯は自然が豊かなので一歩外に出れば、お子さんの好奇心を刺激す
るものでいっぱい。桜の蕾やつくしなどの草花を探したり、小さな虫を
捕まえたり、ウグイスの鳴き声が聞こえたり、たくさんの春が見つかり
そうです。
　春を見つけたら、つどいの広場に来て教えてくださいね。

　お子さんと一緒に出掛けるときは、必ず手を
繋ぎましょう。特に駐車場では子どもの背丈く
らいの高さはドライバーから見えにくいので注
意が必要です。くれぐれもお子さんを先に車か
ら降ろさないようにしましょう。
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時３月17日（金）14時30分〜15時30分
　（14時開場）
場無罣庵（大磯943、大磯幼稚園前）　
内容朗読・川端康成作「雪隠成仏」
・太宰治作「葉桜と魔笛」
講師中山　律子氏（リツ・ドラマチッ
ク･リーディング代表）
定20人程度　対象小学生以上 
費2,000円（桜カフェのオーガニック
コーヒー付き）
その他ドラマチック･リーディングと
は、単に朗々と読むだけでなく二次
元の活字が三次元に立ち上がるよう、          
演劇的に読んでいきます。
申電話またはEメールにて申込み
問リツ・ドラマチック･リーディング　
0467（81）3350（つながらないときは留
守電にお願いします）
*ritsu@fa.mbn.or.jp

　急須から注がれる一杯のお茶は、自
分へのご褒美の時間を与えてくれます。
日本の文化でもあるお茶について学ん
でみませんか。
時３月27日（月）10時～正午
場保健センター２階研修室
内容日本茶を簡単に楽しむ方法や、健
康効果、お茶を楽しむ時間の大切さに
ついてお話しします。
講師髙野　幸代氏（元紅茶カフェ店主、
現茶農家（兼業）、日本茶インストラク
ター）
定20人（先着順）　締３月22日（水）
その他試飲あり・託児あり（先着５人）
問・申スポーツ健康課　☎内線319

ドラマチック･リーディングで聴く
桜ストーリー

食育セミナー
～日本のお茶で人生にいろどりを～

時３月18日（土）14時開演
場ラディアンホール（二宮町生涯学習
センター）
内容ベートーヴェン「弦楽四重奏曲第
１３番」ピアソラ「ブエノスアイレスの
四季」ほか客演による小品のソロ演奏
あり（客演：白井篤、安田謙一郎、百
武由紀、水島愛子、藤村俊介、ソモラ・
ティボール、松本裕香ほか）
定500人（全席指定）
費3,000円
問・申☎090（2742）9905　山村
*yuzumaki@icloud.com

〇水彩画と似顔絵の二人展
時３月18日（土）～21日（火・祝）
９時～16時（最終日は15時まで）
場旧吉田茂邸地区　管理休憩棟
内容川崎　尚人氏（平塚市在住）の風景
水彩画と田中　みのる氏（町在住）の似
顔絵を展示します。　
同時開催：似顔絵コーナー（18、19、
21日10時～正午、13時～15時、１枚
500円、当日受付）
対象どなたでも　
費無料

〇春の盆栽展
時３月25日（土）～26日（日）
９時～16時（最終日は15時まで）
場旧吉田茂邸地区　管理休憩棟
内容大磯町の盆栽愛好家による盆栽展
です。
同時開催：盆栽、花苗即売会
対象どなたでも
費無料
問大磯城山公園管理事務所　
　☎（61）0355　（９時～16時）

アンサンブルラディアント　
第23回定期演奏会

「レジェンドたちの響宴」

大磯城山公園のイベント

 講座・催し

　便利な暮らしは快適です。でも、自
然とともに謙虚に暮らした先人の知恵
や技も素敵です。民族文化映像研究所
の記録映画を鑑賞し、「豊かさ」とは
何かを探ります。
時３月26日（日）14時～17時

（受付13時45分～）
場無罣庵（大磯943、大磯幼稚園前）
上映作品　＜芸能＞「御伊勢講とほう
そう踊り」＜石＞「越前笏谷石」
定25人（要予約）　費１回券1,000円
問・申☎（61）6906（中村宅）

時４月１日（土）14時30分～16時30分
場東光院（大磯1525）
演題空海の声明－仏典に節をつけ、口
伝で伝わる仏教音楽－
講師大澤　暁空氏（東光院住職）ほか
定15人（要予約）
費1,000円（資料代）
問・申 （一社）海鈴大磯　
☎080（5002）1038　富山
*odckarin@mh.scn-net.ne.jp

時４月１日（土）
　９時30分～14時30分
　（前日当日雨天中止）
受付大磯駅前南広場９時～９時15分
コース広場～白岩神社～赤坂第２公園
～高麗山公園（湘南平）：昼食～高麗山
～高来神社～善福寺～花水バス停（解
散）　
約6.5km、約５時間、健脚向き
定30人（先着順）
費500円（保険代、資料代含む）
持弁当、飲み物、ハイキング用靴
申ホームページからの申込み、または
往復ハガキに企画名、開催日、住所、
氏名、電話番号、人数（５人まで）明記。
締３月18日（土）必着
問〒255-0003大磯町大磯995-12-B　
　ＮＰＯ法人大磯ガイド協会
　☎070（3855）8590（平日９～17時）
　https://www.oisoguide.com

「暮らしの記憶」をみる会
＜第21期 第３回＞

大磯コミュニティ・カレッジ
（第97回）

春爛漫　湘南アルプス縦走ハイク
～大磯丘陵ハイクと曽我物語巡り～

時とき
場ところ
費費用
定定員

持持ち物
締締切り
申申込み
問問合せ

火事と救急
１月の出動状況

消防車… 31件（火災出動０、救助出動２、その他出動29）
救急車…189件（急病146、交通事故４、一般負傷28、その他11）
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　軽自動車税（種別割）は、４月１日に
バイクや軽自動車の名義が登録されて
いる方に課税されます。廃車や名義変
更は、３月31日（金）までに届出をして
ください。
届出場所
○大磯町ナンバーのもの
税務課　☎内線253
○125㏄超のオートバイ（２輪・３輪）
神奈川運輸支局湘南自動車検査登録事
務所　☎050（5540）2038
○３輪・４輪の軽自動車
軽自動車検査協会神奈川事務所湘南支
所　☎050（3816）3119
届出に必要なもの
　原動機付自転車を使用しなくなった、
町外に転出する、他人に譲渡する場合
は①届出者の本人確認書類、②交付を
受けた標識（ナンバープレート）、③標
識交付証明書。
　また、紛失・盗難の場合は①届出者
の本人確認書類、②標識交付証明書、
③盗難の場合には警察に届出をした受
理番号、届出日、届出警察署名が分か
るもの、④標識を紛失した場合は弁償
金（200円）。
※�届出者が代理人の場合は、委任状が

必要です。
※�125㏄超のオートバイ（２輪・３輪）、

３輪・４輪の軽自動車は届出場所に
ある電話番号にお問合せください。

問税務課　☎内線253

内容申告期限は３月15日（水）までです。
忘れずに申告してください。
問平塚税務署　☎（22）1400
　税務課　☎内線253

バイクや軽自動車の廃車等の届出は
お済みですか？

確定申告と町・県民税の
申告について

　令和５年度の在宅障害者タクシー利
用助成券を交付します。希望される方
は障害福祉センターで申請してくださ
い。
対象町在住（施設入所者等は除く）で次
のいずれかに該当し、自動車税の減免
や介護タクシー利用助成制度を受けて
いない方
○�身体障害者手帳１・２級（上肢・下肢・

体幹・視覚・内部障がい）をお持ち
の方

○�療育手帳（Ａ１・Ａ２）または知能指
数35以下と判断された方

○精神障害者保健福祉手帳１級の方
○特定疾患医療受給者証をお持ちの方
※�利用助成券は手続きをされる月に

よって交付枚数が異なります。
手続きに必要なもの
〇�身体障害者手帳、療育手帳、精神障

害者保健福祉手帳、特定疾患医療受
給者証のいずれか該当するもの

○印鑑
時３月15日（水）から　
場障害福祉センター
利用開始４月１日（土）から
問障害福祉センター　☎（73）4530

在宅障害者タクシ―利用助成券を
交付  お 知 ら せ

　東小磯、西小磯、国府本郷、国府新
宿、月京、生沢地区の一部区域で、５
月から公共下水道が使える（供用開始）
ようになります。
　区域の皆さんには公共下水道の供用
開始に係る資料を後日送付しますので
ご確認ください。
○受益者負担金（下水道事業分担金）
　制度とは
　供用開始に伴い、整備費用の一部を
負担していただくもので、負担額は、
供用開始対象区域内に所有する（また
は権利のある）土地の面積に単位負担
金額（１平方メートル当たり377円）を
乗じて算出した金額です。
　この負担金は土地に対して「一回限
り」としているものです。
　また、納付については、報奨金が交
付される一括納付や期別納付の方法が
ありますので、詳細はお問合せくださ
い。
問下水道課　☎内線224

　日常生活において常時介護が必要な
在宅の障がい児者に対し、一定の要件
を満たした場合に支給します。
支給額
・障害児福祉手当（20歳未満）
　14,850円（月額）
・特別障害者手当（20歳以上）
　27,300円（月額）
※手当額は令和４年度の額となります。
場障害福祉センター
問障害福祉センター　☎（73）4530　
　平塚保健福祉事務所生活福祉課
　☎（32）0130
　

公共下水道が使える地域が拡大
　～受益者負担金制度について～

障害児福祉手当・
特別障害者手当の支給

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります
• 開催については、お問合せください。
• �イベントなどに参加される際は、新型コロナウイ

ルス感染症対策を各自で行ってください。
• �イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染

症対策にご協力ください。

広
告

気象情報
１月

最高気温 16.1度　最低気温 -3.0度　平均気温 6.5度
総雨量 5.0mm
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▶︎区間賞（敬称略）（◎は大会新記録）
　第１区　　原田　翔平　
　　　　　　　16分02秒（中丸Ａ）
　第２区　　古谷　　暁　
　　　　　　　10分06秒（星槎ＳＴ）　
　第３区　　濱田　瑞生　
　　　　　　　11分04秒（中丸Ａ）
　第４区　　小島　義之　
　　　　　　　12分57秒（中丸Ａ）
　第５区　　府川　昂世　
　　　　　　　11分21秒（星槎ＳＴ）　
　第６区　　新田　華寿樹　
　　　　　　◎13分44秒（星槎ＳＴ）　

総合順位 チーム名 タイム
１ 星槎ＳＴ 1:16:15
２ 中　丸Ａ １:19:31
３ 生　沢Ａ １:26:25
４ 聖ステパノ学園中学校陸上競技部 １:27:12
５ 西小磯東Ａ １:30:20
６ 台　町 １:31:09

※色付きは地区チーム

総合順位 チーム名 タイム
１ 中丸キッズA 15：09
２ ダッシュ桜 15：54
３ ハシレンジャー 16：48

１月15日（日）開催
 第69回 大磯一周駅伝大会   参加 17チーム

 第10回 大磯小学生駅伝大会   参加 ８チーム

☆�警察署、交通安全協会、大会役員など関係各
位、地域の皆さん、本大会にご協力いただき、
ありがとうございました。　

 ス ポ ー ツ

時４月２日（日）～７月末
場大磯運動公園野球場
対象町在住・在勤のチーム
代表者会議・抽選会
３月５日（日）９時30分～生涯学習館
競技方法
リーグ戦及びトーナメント方式７イニ
ング制
問・申町体育協会野球部事務局
☎（61）2488　ワダスポーツ

　かけっこ・跳び箱・マット・リズム
に合わせてリボン体操の体験をしませ
んか。
時３月27日（月）10時30分～正午
場大磯小学校体育館
講師
スタジオボディサクセス21・フィット
ネスのインストラクター
対象町在住、在学の小学１～３年生
定先着30人
費100円（保険料等）当日徴収
持動きやすい服装、タオル、飲み物
申３月６日（月）〜16日（木）
問・申スポーツ健康課　☎内線324

第77回
春季町長杯争奪町民野球大会

～子どもスポーツチャレンジ事業～
キッズリズムDEスポーツ教室

時４月９日（日）９時～
場国府中学校体育館
対象町在住・在勤・在学の方及び町所
在の団体所属の方
種目一般男子・女子の部（高校生以上）、
小中学生男子・女子の部 ※予選リー
グ・決勝トーナメント方式、11点５セッ
トマッチ
費町在住・在勤・在学の方は無料、そ
の他の方は500円
締３月31日（金）までにEメール
問・申
oiso.tta.2018@gmail.com
町体育協会卓球部
☎（61）7859 　牧田

第61回 町民卓球大会（個人戦）  募　　 　集

　傾斜度60度以上の高麗山の山腹で
250kgの神輿を引き上げてみませんか。
時４月15日（土）16時30分集合
場高来神社境内～高麗山山頂
内容神輿の親綱の引き手を募集します。
対象18歳以上の健康な方
定20人程度　費なし
申３月６日（月）～４月７日（金）
【説明会】
　高麗山神輿保存会による、事前の説
明会を開催します。引き手に参加をご
希望する方はできる限りご出席くださ
い。
時４月９日（日）10時〜11時　
場高麗区民会館
説明者　高麗山神輿保存会

問・申生涯学習課　☎（61）0255

高来神社　春の例大祭神輿登御
（大磯町指定民俗資料「高麗の山神
輿」）引き手の募集

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

スポーツ大会の結果
第10回 大磯町ユニカール大会
時１月29日（日）　場国府小学校
▶一般の部
　優　勝　こまラーズ
　準優勝　なぎさ
　第３位　水仙
▶ターゲットユニカ戦
　優　勝　馬場青年会A
　準優勝　Tさといも
　第３位　ワカイーズ
問�町スポーツ推進委員協議会事務

局（スポーツ健康課内）　
　☎内線324



講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　　　　　　　　
定定員　費費用　持持ち物　

講座名 日　程 時　間 備　考

座　禅 ３月11日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます
講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

伝　筆 ３月12日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師 わでん伝筆マスター 宮前　礼子氏　
対象：中学生以上　定10人　費3,850円（材料費・入庵料込）

花の会 ３月29日（水） 14:00～16:00
ブルーのお花の幸せアレンジ
講師：府川　葉月氏
定15人　費2,500円（入庵料込）　持はさみ、タオル、持ち帰り袋　

茶と遊ぶ ４月１日（土） 10:00～正午
ネパールジュンチヤバリ茶園のお茶を飲み尽くす会
講師：髙野　幸代氏　定10人　
費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

鴫立庵だより
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を
見
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
く
ら
の

「
は
な
び
ら
」
は
ラ
イ
ト
に
て
ら
さ
れ
て
、

「
夜
の
空
」
に
う
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。ど
こ
か
、も
っ
と
遠
く
か
ら
ふ
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

（
評
）

　

初
秋
、「
お
盆
」
に
な
る
と
、
家
族
み

ん
な
で「
お
墓
参
り
」に
出
か
け
ま
す
。「
お

墓
」
に
は
大
昔
か
ら
の
「
せ
ん
ぞ
」
の
人

た
ち
が
い
ま
す
。
自
分
の
知
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
前
な
く
な
っ
た
「
じ
い
ち
ゃ

ん
」
だ
け
。「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
は
ま
だ
ま

だ
元
気
で
今
日
も
い
っ
し
ょ
に
来
て
い
ま

す
。
パ
パ
や
マ
マ
が
「
じ
い
ち
ゃ
ん
」
の

思
い
出
ば
な
し
を
し
ま
す
。
家
で
の
こ
と
、

病
院
で
の
こ
と
。「
じ
い
ち
ゃ
ん
」
は
私

に
は
や
さ
し
く
て
、
楽
し
い
人
で
し
た
。

い
ま
は
お
墓
の
石
の
中
に
い
る
の
か
な
あ
、

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
私
の
「
じ
い
ち
ゃ

ん
」
の
こ
と
だ
か
ら
、「
空
」
の
上
で
笑
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
、
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

墓
参
り 

じ
い
ち
ゃ
ん
空
で 

笑
っ
て
る

大
磯
町
立
国
府
小
学
校
　岡
部
　愛
未

夜
の
空 

さ
く
ら
が
空
に 

ふっ
て
く
る

大
磯
町
立
国
府
小
学
校
　菅
原
　希
咲

（
評
）

　
広
々
と
し
た
砂
浜
に
、
作
者
は
座
っ
て

い
ま
す
。
視
界
を
遮
る
も
の
は
何
ひ
と
つ

あ
り
ま
せ
ん
。
右
の
端
か
ら
左
の
端
へ
首

を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
そ
こ
に
は
水
平
線
が
空

と
海
と
を
区
切
っ
て
延
び
て
い
る
ば
か
り
。

こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
頃
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猖
獗
（
し
ょ
う
け
つ
）
を
極

め
て
い
ま
し
た
。
人
と
距
離
を
と
り
、
会

話
を
控
え
、
マ
ス
ク
で
口
を
覆
う
。
そ
の

よ
う
な
日
常
に
あ
っ
て
、
広
大
な
海
を
前

に
す
れ
ば
、
誰
も
が
解
き
放
た
れ
た
気
分

に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
西
行
祭
選
者　
柳　
宣
宏
）

砂
浜
に 

座
り
な
が
ら 

眺
め
た
ら

水
平
線
が 

と
て
も
き
れ
い
だ

宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校
　小
山
　明
桜

西行祭の様子

問産業観光課　☎内線334

通
常
、
場
・
集
合
と
い
う
表
記
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま

で
良
い
で
し
ょ
う
か
？

鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

第
66
回
大
磯
西
行
祭

　
桜
の
花
を
こ
よ
な
く

愛
し
３
月
末
に
最
期
を

迎
え
た
西
行
の
遺
徳
を

偲
び
、
俳
諧
道
の
振
興

を
目
的
と
し
て
鴫
立
庵

円
位
堂
前
に
て
式
典
及

び
献
詠
俳
句
・
短
歌
の

表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

【
式
典
・
表
彰
】

▼�

と
き　
３
月
26
日（
日
）　10時

～
11
時

▼
場
所　
鴫
立
庵

※
雨
天
時
は
保
健
セ
ン
タ
ー

▼�

内
容　
献
香
、献
茶
、献
詠
、尺
八・

一
絃
琴
献
奏
、献
花
、献
詠
俳
句・

短
歌
披
講
、
入
選
者
表
彰

※�

俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

問
鴫
立
庵　
☎（
61
）６
９
２
６

◆ 

今
月
の
俳
句
１ 
◆

◆ 

今
月
の
俳
句
２ 

◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

◇



広
報
お
お
い
そ
2023年

３
月
号

大
磯

町
役

場
発

行
政

策
課

編
集

〒
255-8555

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

183番
地

☎
0463-61-4100

FAX0463-61-1991
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/ 町の人口と世帯
２月１日現在

人口 31,235（−27） 男 15,207（＋2） 女 16,028（−29）
世帯 12,884（＋6）　（　）は前月比

①3年ぶりの左義長2023
� （1/14　北浜海岸　高田さん撮影）
②カワセミとカルガモ
� （1/26　不動川　伊福さん撮影）
③釣り人とダルマ太陽
� （1/30　大磯港　木原さん撮影）
④節分豆まき
� （2/3　六所神社　上田さん撮影）
⑤春が来ました
� （2/4　生沢　杉崎さん撮影） ①

⑤
③

②

④

問スポーツ健康課 ☎内線319

作 り 方
① �小松菜は茹でて水にとり、水気を絞って食べやすい長さに切る。
② �油揚げはフライパンで両面焼いてカリッとさせ、短冊切りにす
る。

③ �フライパンに油を入れて熱し、桜えびを加えて弱火できつね色
になるまで炒める。

④ �大きめのボウルに①、②、③、しょうゆを入れて和える。全体
に味がまわったら、かつお節と白いりごまをふってさっくりと
混ぜる。

材 料（2人分）
桜えび� ４ｇ
小松菜� 150ｇ
油揚げ�1 /2枚
油� 小さじ3/4
しょうゆ� 小さじ1/2
かつお節� １ｇ
白いりごま� 大さじ１

桜えびと小松菜の和え物

みんなでつくろう！
～カルシウムたっぷりレシピ～

桜えびが香る簡単な和え物です。桜えびやごま、
小松菜にはカルシウムが豊富に含まれています。

わが家のアイドル

今こ
ん

田だ

柚ゆ

芽め

ち
ゃ
ん
（
１
歳
９
ヶ
月
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
パ
ワ
フ
ル
ガ
ー
ル
♥

食
べ
る
事
と
身
体
動
か
す
の
が
大
好
き
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、
ト
マ
ト
と
も
ず
く
♥

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！
【対象】１〜３歳児
①お子さんのお名前
②生年月日　③住所
④電話番号　⑤保護者の方のお名前
⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入のうえ、写真の画像をお送りください。

問政策課 ☎内線207
koho@town.oiso.kanagawa.jp

18広報おおいそ　令和　年　月

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




